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家 兎 血 液 ノ2-3性 状 ニ 及 ボ ス 女 性

「性 ホ ル モ ン」ノ 影 響

岡山醫科大學産婦 人科教室(主 任八木教授)

醫學士 石 川 昂

[昭和13年7月8日 受稿]

第1章 緒 言

輓 近女 性 「性 ホ ル モ ン」ニ關 スル 研究 ハ頓 ニ旺 ニ

シ テ,其 ノ作 用機 轉 殊 ニ性 器 ノ生理 或 ハ 病 理 トノ

關係 ニ就 テハ 新 知 見 ノ闡 明 セ ラ レタル モ ノ尠 カ ラ

ズ ト雖 モ,其 ノ血 液 ノ諸 性 状 ニ及 ボ ス影 響 ニ就 テ

ハ 諸家 ノ業績 モ未 ダ僅 少 ニ シテ
,且 其 ノ成 績 モ尚

ホ歸 一 スル所 ナ キ ガ如 シ.抑 モ,妊 娠 ニ際 シ テハ

血 液 ニ形態 學 的或 ハ 物理 學 的 ニ諸 性 状 ノ變 化 ガ起

ル ト共 ニ,他 方 ニ於 テハ各 種 女性 「性 ホル モ ン」ノ

甚 ダ シ キ消長 ノ認 メ ラル ル事 ハ從 來 諸家 ノ研究 ニ

依 リ既 ニ明 カ ナル所 ニシ テ,一 見 スル ニ此 兩者 ノ

間 ニハ何 等 カ密接 ナ ル相 互 關 係 ノ介 在スル ガ如 ク

疑 ハ シ ムル モ ノア リ.而 モ此 相互 關 係 ノ有 無 ハ 單

ニ理 論 的 問題 ナ ル ノ ミナ ラズ,我 ガ産 婦 人 科 臨 牀

上 ニ モ影響 スル所 決 シ テ尠 シ トセ ズ,從 ツ テ之 ガ

研究ハ頗ル興味 アル命題 ナ リト信 ズ.余 ハ嚮 ニ分

娩時母兒赤血球沈降速度 ノ研究 ニ當 リ,分 娩時母

體赤血球沈降速度 ノ著 シキ促 進 ヲ認 ムル ト共 ニ,

兒 ノ男女性別 ニ由ル影響 ヲ認 メテ之 ヲ發表 シ,此

根本原因 トシテ「性 ホルモ ン」ヲ擧 グベキカ否 カハ

向後 ノ研 究 ニ俟 ツベキ旨 ヲ述 ベタ リ.今 囘ハ動物

實 驗 ニ依 リ女性 「性 ホル モン」ガ血液 ノ2-3性 状

(赤血球沈降速度,血 液凝固時間,比 重等)ニ 及ボ

ス影響 ヲ檢索 シ,本 問題 ノ一端 ヲ闡明セ ン ト企圖

セルモノナリ.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ實 驗 方 法

實驗動物 トシテハ體 重1900g以 上 ノ成熟雌性

家兎 ヲ使用セ リ.孰 レモ其 ノ動物室 ニ於 ケル生育

條 件,殊 ニ發情 有無 ノ實驗 ニ及 ボ ス影響 ヲ考慮 シ
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テ,豫 メ實 驗 前10日 間 以 上1匹 宛 隔 離 シ.實 驗 室

内 飼 育 ニ馴 致 セ シ メ然 ル後 ニ實 驗 ニ供 セ リ.尚 ホ

一 部 ハ實 驗 ノ目的 ニ依 リ妊 娠家 兎 或 ハ 手 術 的去 勢

家 兎 ヲ使 用 セ ル モ ノ ア リ.採 血 部 位 ハ 耳 翼靜 脈,

殊 ニ背 側 中 央部 ヲ走 行 スル靜 脈 ヲ以 テ ス.赤 血 球

沈 降 速度 ノ測 定 ハWestergren氏 法 ニ從 ヒ,特 ニ

實 驗 ニ依 リテハ1-2-3-6-12-24時 間 目 ノ6

囘 ニ亙 ツテ採 血 シ之 ヲ測 定 セル モ ノア リ.血 液 凝

固時 間 ノ測 定 ハBurker氏 ノ測 定 器 ヲ用 ヒ,特 ニ

蒸 溜 水 稀 釋 ヲ行 ハ ズ シテ 直接 ニ血 液其 ノ儘 ノ凝 固

時 間 ヲ測 定 セ リ.即 チ耳 翼 靜 脈 ヲ刺 シ壓 スル コ ト

ナ ク血 液 ガ 自然 ニ涌 出 スル ヤ,直 チ ニ 「ス トツ ブ,

ウ オ ツチ 」 ヲ始 動 シ,同 時 ニ清 浄 ナル 「スボ イ ド」

ヲ以 テ其 ノ2滴 ヲ測定 器 中 ニ採 リ,直 チ ニ該 血 滴

ヲ「オ レー フ油」ヲ以 テ被 覆 シ,適 當 ノ時間 待 チ タ

ル後5秒 毎 ニ「オ レー フ油」層 ヲ通 シテ 注射 針 ヲ血

滴 中 ニ挿 入 シ,注 射針 ニ初 メテ細 キ蜘 蛛絲 状 ノ血

絲 附着 スル 時 間 ヲ以 テ凝 固 開始 時 間 トナ シ,續 イ

テ全 血 滴 ガ一 塊 トナ リテ注 射 針 ニ テ容 易 ニ持 上 グ

ル ニ至 ル時 間 ヲ以 テ凝 固終 了時 間 トナ ス.此 間勿

論 測 定器 及 ビ「オ レー フ油」ノ温 度 ハ 嚴 重 ニ25℃ ニ

一定 セ リ.尚 ホ本 裝 作 ニ於 ケル 凝 固終 了 時間 ハ嚴

正 ナ ル意 味 ノ凝 固終 了時 間 ヲ表 ス モ ノ ニ非 ズ,實

驗 ノ便 宜 上余 ガ 設 ケ タ ル モ ノ ナ リ.又 實 驗 前 練 習

ニ依 リ手 技 ノ一定 スル ヲ待 チ主 觀 的 誤 差 ノ介 入 ヲ

極 力 排 除 セ リ.血 液比 重 ノ測 定 ハHammerschlag

氏 ノ間接 法 ニ據 リ,特 ニ實 驗 ノ便 宜 上豫 メ比 重 ノ

適 宜 異 ナル3種 ノBenzol-Chloroform混 合液 ヲ

作 製 シ オキ,最 初 ニ血 滴 ヲ浮 游 セ シ ムル 際 ニ比 重

ノ近 似 値 判定 ニ便 ナ ラシ メタ リ.Hormon劑 トシ

テハOvahormon (500 I.E., 10000 I.E. ノ2種),

Oophormin luteum (1 K.E.) Praehormon (100

R.E.)ヲ 使 用 シ,孰 レモ家 兎 ノ側腹 部 ヘ皮 下 注 射

スル モ ノト ス.

第3章 實 驗 成 績

第1節 血 液 凝 固 時 間 ニ及 ボ ス影響

第1項 Ovahormon注 射 ノ場 合

a. Ovahormon 500 I.E.ヲ 毎 日9日 間 ニ亙 リ

注 射 シ,毎 日其 ノ血 液 凝 固時 間 ヲ測 定 シ テ得 タル

5例 ノ成 績 ハ 第1表 ノ如 シ.以下 血 液 凝 固時間 ヲ

B.G.,凝 固 開 始時 間 ヲA.,凝 固終 了 時 間 ヲE.ヲ

以 テ略 稱 ス.尚 ホ本 節 ノ表 ノ小 數 點 以上 ハ 分 ヲ,

小 數 點 以 下 ハ 秒 ヲ表 ハ スモ ノ トス.

第1表
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即 チ此場 合 ニハB.G.ハ 多 少 ノ變 動 ア ル モ,一

般 ニ漸 次 日 ヲ逐 ヒ テ 促進ス ル 傾 向 ヲ示 シ,殊 ニ

B.G.E.ノ 短縮 著 明 ニ シテ,B.G.A.ノ 變 化 ハ 比

較 的 僅微 ナ リ.第9日 目 ニ於 テハ 注射 前 ニ比 シ テ

B.G.A.ハ45-15秒,B.G.E.ハ2分15-35秒 ノ

短縮 ヲ示 セ リ.5例 ヲ平均 ス レバ 注射 前,B.G.A.

1分39秒,B.G.E.4分15秒,第9日 目B.G.A.

1分12秒,B.G.E.2分55秒 トナ リ,B.G.A.ハ

27秒,B.G.E.ハ1分20秒 ノ促 進 ヲ示 ス コ ト トナ

ル.尚 ホ注 射 中止 後3日 目 ニ於 テ モ尚 ホ第9日 目

ニ近 キB.G.ヲ 示 シ テ注射 前 ニ復歸 スル傾 向 ハ 認

メ ラ レズ.之 ハ 注 目 ヲ要 スル點 ナ リ.

b. Ovahormon benzoat 10000 I.E.ヲ 毎 日9

日間 ニ亙 リ注 射 シ,aノ 場 合 ト同 樣 ニ測 定 シ テ得

タ ル5例 ノ成績 ハ 第2表 ノ如 シ.

即 チ此 場 合 ニハB.G.ハ 多 少 促 進 セ ラル ル傾 向

アル モ著 明 ナ ラズ.第9日 目 ニ於 テハ 注射 前 ニ比

シB.G.A.ハ35-5秒,B.G.E.ハ1分15-10秒

ノ短縮 ヲ示 セ リ.然 レ ドモ5例 ノ中Nr. 6及 ビ

Nr.9ノ 如 クB.G.E.ガ 不定 或 ハ 不變 ニシ テ注 射

ノ影 響 ノ認 メ ラ レザ ル モ ノ ア リ.全 例 ノ平 均 ハ 注

射 前B.G.A.ハ1分49秒,B.G.E.ハ3分43秒,

第9日 目B.G.A.ハ1分26秒,B.G.E.ハ3分15

秒 ニ シテ,B.G.A.ハ23秒,B.G.E.ハ28秒 ノ促

進 ヲ示 ス コ ト トナル.之 ヲaノ 結 果 ト比 較 スル ニ

其 ノ變 動 ハ著 シ ク僅 少 ニシ テ,殊 ニB.G.E.ニ 於

テ然 リ.尚 ホ注 射 終 了 後3日 目 ニ於 テハ 尚 ホ 注 射

前 ニ復 歸 ノ傾 向 ナ ク,各 例 共 ニ尚 ホ多 少 短 縮 スル

カ ノ如 キ 傾 向 ヲ示 セ リ.而 モ其 ノ程 度 ハaノ 場 合

ヨ リ稍 々強 キ ガ如 シ.

第2表

第2項 Praehormon注 射 ノ場 合

4例 ノ家 兎 ニPraehormon 100 R.I.ヲ 毎 日1週

間 ニ亙 リテ注 射 セ ル場 合 ノ成 績 ハ 第3表 ノ如 シ.

第3表

即 チ 此場 合 ニハ各 例 共 ニ毎 日變 動 著 明 ニ シテ,

而 モ遲 速 一定 セ ズ.殊 ニB.G.E.ニ 於 テ甚 ダシ キ

ガ如 シ.第7日 目 ニ注 射 前 ヨ リ促 進 スル モ ノ2例,

遲 延 スル モ ノ2例 ニ シ テ兩 者 相半 バ セ リ.今 假 リ

ニ其 ノ平 均 ヲ算 定 スル ニ注射 前B .G.A.ハ1分27

秒,B.G.E.ハ3分50秒,第7日 目B.G.A.ハ1分

34秒,B.G.E.ハ4分12秒 トナ リ,B.G.A.ハ7

秒.B.G.E.ハ22秒 ノ遲 延 ヲ示 ス コ ト トナル,注

射 終 了後3日 目 ニハ 尚 ホB.G.ノ 變 化 ヲ認 メ得 ズ.

第3項 Oophormin luteumヲ 注 射 セル

場 合

4例 ノ家 兎 ニOophormin luteum 1 K.E.毎 日
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1週 間 ニ亙 リ注 射 セ ル場 合 ノB.G.ノ 成績 ハ第4表

ノ如 シ.

第4表

即 チ此 場 合 ニハ 注 射 開 始 後 初 メ ノ數 日 ハ一 定 ノ

變 動 ヲ認 メ得 ザ ル モ.第6-7日 目 ニ至 リ少 シ ク遲

延 ノ傾 向 ヲ示 シ,殊 ニB.G.E.ニ 於 テ著 シ.而 モ

2例 ハ 注 射 終 了後3日 目 ニ於 テ モ復 奮 ノ傾 向 ハ 認

メ ラ レズ シテ,反 ツ テ遲 延 ノ傾 向 著 明 トナル モ ノ

ア リ.注 射 前 ト第7日 目 トヲ比較 スル ニ,B.G.A.

ハ5-55秒,B.G.B.ハ30-1分10秒 ノ遲 延 ヲ示

シ,孰 レモ遲 延 シ テ短 縮 スル モ ノハ1例 モナ シ.

4例 ノ平均 ヲ算 定 スル ニ注射前B.G.A.ハ1分15

秒,B.G.E.ハ3分55秒,第7日 目B.G.A.ハ1

分31秒,B.G.E.ハ4分37秒 トナ リ,B.G.A.ハ

16秒.B.G.E.ハ42秒 ノ遲 延 ヲ示 セ リ.

第4項 時 間 的觀 察

以 上 ノ實 驗 成 績 ハ 孰 レモ各Hormon劑 注射 後

24時 間 以 内 ノ影響 ニ就 テハ 關 與 スル所 ナ キ ヲ以

テ,茲 ニハ補 足 的 ニ其 ノ時 間 的影 響 ノ觀 察 ヲ試 ミ

ン トシ テ次 ノ實 驗 ヲ施 行 セ リ.即 チOvahormon

500 I.E., Praehormon 100 R.E., Oophormin

luteum 1 K.E.及 ビ對 照 トシ テ生理 的食 鹽 水1cc

ヲ各1例 宛 ノ家 兎 ニ注 射 シ,注 射 後1-2-3-6-

12-24時 間 目 ノ6囘 ニ亙 リテB.G.ヲ 測 定 シ タ リ.

其 ノ成 績 ハ 第5表 ノ如 シ.

第5表

即 チ 此場 合 ニハOvahormonヲ 除 ク各Hormon

ハ 對 照 ノ 生 理 的 食 鹽 水 ト同 樣 ニ24時 間 内 ニ於 テ

ハ 認 ム ベ キ 一 定 ノ變 動 ヲ招 來 セ ズ.僅 ニOva-

hormonノ 場 合 ニ2-6時 間 目 ニA.,E. 共 ニ僅 微

ノ促進 ヲ示 ス ガ如 シ.而 モ24時 間 目 ニハ既 ニ殆 ド

注 射 前 ニ近 ク迄 復歸 セ リ.

第5項 去 勢 家 兎 ニ就 テ

2例 ノ雌 性 家 兎 ノ卵巣 ヲ手術 的 ニ除去 シ テ,去

勢 シ タル場 合 ノB.G.ヲ 測 定 シテ 第6表 ノ如 ギ成

績 ヲ得 タ リ.(比 較 對 照 ノ タ メ別 ニ1例 ハ去 勢 ヲ行

ハ ズ.單 ニ試 驗 的開 腹 ノ ミ ヲナ シ テ其 ノB.G.ヲ

測 定 セ リ.)此 際 手 術 ハ 其 ノ裝 作,處 置 ガ家 兎血 液

性 状 ニ及 ボ ス影 響 ヲ顧慮 シテ,特 ニ無 菌 的 ニ且 出

血 僅 少 ナ ラシ ムル 樣 留 意 セ ル ハ 勿論 ナ リ(第6表

參 照).

即 チ 此場 合 ニハ 去 勢 セ ル2例 ハ 術 後7-9日 迄

A.,E.共 ニ短 縮 シ,其 ノ後 漸 次延 長 シ テ11日 以後

ハ 手 術 前 ヨリ遲 延 スル ニ至 リ,日 ヲ逐 フ テ 著 シ ク

ナ レ リ.然 ル ニ對 照 例 ニ於 テ ハ11日 以後 ハ殆 ド術

前 ニ同 ジ ク.日 ヲ逐 フテ遲 延 スル ガ如 キ現 象 ヲ認

メズ.
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第6表

即 チ術 後9日 頃 迄 ノB.G.ノ 短縮 ハ 兩 者 共通 ナ

ル ガ故 ニ之 ハ手 術 的 影響 ニ 由ル モ ノ ト見 做 サ ル ベ

ク,從 ツ テ去 勢 即 チ 卵巣 機 能 ノ除去 ハB.G.ノ 遲

延 ヲ招 來 スル コ トヲ知 ル.

第6項 妊 娠 家兎 ニ就 テ

1例 ノ妊 娠 家 兎 ニ就 キ3日 目毎 ニ其 ノ妊娠,産

褥 期 間 ヲ通 ジテB.G.ノ 變 化 ヲ觀 察 スル ニ第7表

ノ如 キ結 果 ヲ得 タ リ.

第7表

即 チ 妊 娠 中B.G.ハ 漸 次 日 ヲ逐 ヒ テ促 進 シ,分

娩 時 ニ最 モ 強 ク,其 ノ後 産 褥 ニ入 リテ再 ビ恢 復 ス.

第7項 稀 釋 試驗

Burkerノ 原 法 ニ從 ヒ其 ノ蒸 溜 水 ノ代 リニOva-

hormon, Praehormonノ 兩 者(Ovahormon

benzoat, Oophormin luteumハ 油 溶 性 ナル ヲ

以 テ本 實 驗 ヨ リ除 外 セ リ)ノ 種 々 ノ濃度 ノ水 溶 液

ヲ用 ヒ テ同 一 家 兎血 液B.G.ヲ 測 定 セ ル結 果 ハ 第

8表 ノ如 シ.(蒸 溜 水 ヲ以 テ セルB.G.ハB.G.A.

ハ4分,B.G.Bハ6分30秒 ナ リ.)

第8表

即 チ 兩群 共 ニ孰 レノ場 合 ニ モ單 ナル 蒸 溜 水 ヨ リ

ハB.G.ノ 促 進 ヲ示 セ リ.又Ovahormonハ 濃 度

大 ナル モ ノ ヨ リモ反 ツ テ小 ナル モ ノ ノ方 ガ漸 次 強

ク促進 ヲ示 ス コ トハ 甚 ダ興 アル 事 ニ シテ,前 記 第

1項a, bノ 成 績 ト比 較 對 照 シ テ符號 スル 所 アル ヲ

認 ム.Praehormonニ 於 テハ 濃 度 ニ由 ル 一 定 ノ

變 動 ヲ認 ムル 事 能 ハ ズ.

第2節 赤 血球沈降速度 ニ及ボ ス影響

第1項 正常家兎赤血球 沈降速度

先 ヅ初 メニ正常家兎 ノ赤血球沈降速度 ヲ知 ラ ン

トシテ24例 ニ就 キ之 ヲ測 定 セ ル 結 果 第9表 ノ如

シ.(以 下 赤 血 球 沈 降 速 度 ヲB.S.G.ト 略 稱 ス.)

即 チ該 表 ニ依 テ ミル ニ,家 兎B.S.G.ハ 一 般 ニ

著シク 遲 延 スル モ ノ ニ シ テ,殊 ニ1時 問 目 ノ如 キ

ハ平 均1.0ニ 満 タザ ル タ メ其 ノ正 確 ナル 數 値 ノ判
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定 ニ ハ著 シ ク困 難 ヲ覺 ユ ル モ ノ ア リ.故 ニ主 觀 的

誤 差 ノ 介 入 ハ 茲 ニ ハ 之 ヲ極 力 排 除 セ リ.一 般 ニ

B.S.G.ハ 各 時 間 ニ於 テ 常 ニ均 等 ナル モ ノ ニ非 ザル

事 ハ 第9表 ニ依 リテ モ 明 カ ナ レ ドモ,其 ノ數 値 ノ

比 較 對 照 ニハ1-3時 間 目 ノモ ノハ敍 上 ノ理 由 ニ

由 リ不 適 當 ト思 考 セ ラル ル ガ故 ニ,茲 ニハ便 宜 上

以 下數 値 ノ比 較 對 照 ニ ハ 主 トシ テ24時 間 目 ノモ

ノヲ以 テ行 フ事 トス.

第9表

又 家兎B.S.G.ハ 生理 的 動 揺 比較 的 著 明 ニ シ テ,

例 ヘ バ24時 間 目最 大31.5ヨ リ最 小9.0迄 乃 チ22.5

ノ動 揺 範 圍ハ 其 ノB.S.G.値 小 ナ ル ニ鑑 ミ實 ニ甚

大 ナル モ ノ ト言 フベ ク.從 ツテ家 兎B.S.G.ノ 實

驗 ニハ 個 々 ノ家 兎 ノ比 較 對 照 ハ 實 驗 價 値 少 キ事 ヲ

知 レ リ.故 ニ茲 ニハ 同 一家 兎 ノB.S.G.ノ 變 化 推

移 ヲ檢 索 スル ヲ以 テ主 眼 トセ リ.

第2項 Ovahormon注 射 ノ場 合

3例 ノ家 兎 ニOvahormon 500 I.E.ヲ 注 射 シ テ

其 ノB.S.G.ヲ ミル ニ第10表 ノ如 シ.

第10表

即 チ 注 射 後 各 例 共 一時 促 進 スル モ 第30例 ノ如

ク反 ツ テ一 時 遲 延 スル モ ノア リ,増 減 一 定 セ ズ.

結 局24時 間 目 ニハ最 モ 強 キ促 進 ヲ示 ス.3例 ノ24

時 間 目平 均 ハ注 射 前16.3, 24時 間 目23.6ト ナ リ,

7.3ノ 促 進 ヲ ミ ル モ 此 差 違 ハ 生理 的變 動 内 ニ在 リ

テ顯 著 トハ言 ヒ難 シ.

第3項 Praehormon注 射 ノ場 合

3例 ニPraehormon 100 R.E.ヲ 注 射 シ テ其 ノ

B.S.G.ヲ ミル ニ第11表 ノ如 シ.

第11表

即チ此場 合 ニハ各時間 ニ於 ケル増 減 一定 セズ.

而 モ其 ノ變動ハ生理的領域内 ニ在 リテ認 ムベ キ變
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化 ト見 做 シ得 ズ.24時 間 目 ノ平 均 ハ 注射 前22.3,

24時 間 目20.6ニ シ テ其 ノ差 違1.7ニ 過 ギ ズ.

第4項 Oophormin luteum注 射 ノ場 合

3例 ノ家 兎 ニOophormin luteum 1 K.E.ヲ 注

射 シテ其 ノB.S.G.ヲ ミル ニ其 ノ成 績 ハ 第12表 ノ

如 シ.

第12表

此場 合 ニハ 多 少 ノ増 減 ア レ ドモ,各 例 共 ニ注 射

後2-3時 問 目 ニ等 シ ク僅 ニ促 進 シ,其 ノ後 注 射 前

ニ漸 次 復 歸 スル ガ如 シ.注 射 前 ト最 高速 度 トノ差

ハ4-5ニ 過 ギ ズ.24時 間 ニハNr. 34ノ ミハ 注 射

前 ヨ リモ尚 ホ速 進 スル モ,他 ノ2例 ハ 注射 前 ニ同

ジキ ナ リ.即 チOophormin luteumハ3時 間 目

迄 ニ一 時 僅 ニB.S.G.ヲ 促 進 セ シ ムル モ,24時 間

目 ニハ殆 ド其 ノ影 響 ヲ認 メズ.

第5項 妊 娠 家 兎 ニ就 テ

5例 ノ妊 娠 家 兎 ニ就 キB.S.G.ヲ 測定 セ ル結 果 ハ

第13表 ノ如 シ.

第13表

即 チ妊 娠 家 兎 ニ於 テハ 第1項 ノ正 常家 兎 ニ比 シ

其 ノ平 均 値 ハ 孰 レモ 僅 カ乍 ラ促進 ノ傾 向 ヲ認 ム.

其 ノ差 ハ24時 間 目5.5ニ シ ラ,殊 ニ24時 間 目各

例 共 ニ20.0以 上 ヲ示 ス事 ハ妊 娠 ハ確 カ ニB.S.G.

ヲ促 進 セ シ ムル 證左トモ 言 ヒ得 ベ シ.然 レ ドモ其

ノ平 均 値ハ 總 テ正 常 家 兎 ノ動 搖範圍 内 ニ 在 リテ,

各 例 ニ就 テ ミル モ 第1項 ノ動 搖 範 圍 ヲ超 ユ ル モ ノ

ハ 僅 ニ24時 間 目1例 ア ル ノ ミナ リ.此 事 ハ 家 兎

B.S.G.ハ 妊 娠 ニ依 リテ確 カ ニ影 響 ヲ蒙 ル モ,其 ノ

影 響 ハ 比 較 的 僅微 ナル事 ヲ示 スモ ノト 言 フ ベ シ.

第6項 去 勢 家 兎 ニ就 テ

去 勢 手 術 ヲ ナ シ 術 後40日 以 上 ヲ經 タル5例 ノ

家 兎 ニ就 キB.S.G.ヲ 測 定 セル 結 果 ハ 第14表 ノ如

シ.

第14表

即 チ此 場 合 ニハ 第1項 ノ成 績 ニ比 シ著 明 ノ遲 延

ヲ示 シ,第1項 ノ平 均 値 ヲ超 ユ ル モ ノハ1例 モ ナ

シ.其 ノ平 均 値 ハ24時 間 目 ヲ除 ケ バ孰 レモ 第1項

ノ平 均 値 ノ略 ボ半 バ ニ過 ギ ズ.故 ニ去 勢 ハ確 カ ニ

B.S.G.ヲ 遲 延 セ シ ムル作 用 ア ル事 ヲ知 ル.但 シ此

際,去 勢 ノ結 果 トシテ 常 ニ著 明 ノ體 重 増 加 ヲ見 タ

リ.此 體 重 増 加 トB.G.S.ト ノ關 係 ハ容 易 ニ看 過 シ

得 ザ ル所 ニ シ テ注 意 ヲ要 スル 問題 ナ レ ドモ,茲 ニ

ハ 今 俄 ニ闡 明 シ得 ズ.

第7項 Ovahormon連 續 注 射 ノ場 合

以上 ノ第2-3-4項 ニ於 ケ ル3種 ノHormon

劑 注 射 ノ結 果 ヲ通 ジテ ミル ニ,Ovahormonノ ミ

ハB.S.G.ニ 多 少永 續 的影 響 アル ガ如 ク疑 ハ シ ム
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ル ヲ以 テ,茲 ニ其 ノ連續 大量 注 射 ヲナ シ其 ノ影 響

ヲ檢 索 セ ン ト試 ミタ リ.即 チOvahormon 500 I.E.

及 ビ10000 I.Eヲ 各 々5例 ノ家 兎 ニ連 日10日 間 ニ

亙 リテ注 射 シ,3日 目毎 ニ其 ノB.S.G.ヲ 測 定 セ ル

結 果ハ 第15表 及 ビ第16表 ノ如 シ.

第15表

第16表

即 チ 此場 合 ニハ 兩群 共 ニOvahormonノ 大 量 注

射(第1群 ハ 合 計5000 I.E.,第2群 ハ合 計100000

I.E.)ニ モ拘 ラズ,其 ノ結 果 ハ豫 期 ノ如 キ促 進 ハ 認

メ得 ズ.第1群 ニ於 テハ 注射前 ヨ リ促 進 セル モ ノ

ハ僅 ニNr. 40ノ1例 ノ ミニ シテ,他 ノ4例 ハ 寧

ロ多 少乍 ラ遲 延 ノ傾 向 ヲ看 取 シ得.第2群 ニ於 テ

ハ 注射 前 ヨ リ促 進 スル モ ノハNr. 43, 46ノ2例 ノ

ミニシ テ,Nr. 45ハ 常 ニ反 ツテ遲 延 スル ヲ認 メ,

Nr. 42, 44ハ 一時 少 シ ク促 進 スル モ後 半 ニ於 テ注

射 前 以下 ニ遲 延 セ リ.平 均 値 ヲ算 定 スル ニ第1群

注射 前22.0,第12日 目(注 射 前 日 ヨ リ算 ヘ テ)19.0,

第15日 目(注 射 終 了後4日 目)21.9ト ナ リ,第2

群 ハ 注 射 前19.6,第12日 目19.3,第15日 目18.4

トナ ル.注 射 終 了後 促進 スル モ ノハ 兩群 ヲ通 ジ テ

3例 ノ ミ,他 ハ恢 復 ノ傾 向 ア リ.要 之,連 續10日

間 ニ亙 ル 大 量 注 射 ニモ拘 ラズ其 ノ促 進度 ハ 極 タ僅

微 ニ シ テ,僅 ニ促 進 スル モ ノア リト 雖 モ 其 ノ成 績

不 定 ナル ガ故 ニ,OvahormonノB.S.G.ヲ 促 進 セ

シ ム ル作 用 ハ 之 ヲ容 認 スル事 能 ハ ザ ル モ ノ ナ リ.

第8項 添 加 試 驗

以 上 ノ實 驗 ハ 孰 レモ生 態 試 驗 ナ ル ヲ以 テ,茲 ニ

趣 ヲ異 ニシ テ,試 ミニ次 ノ如 キ實 驗 ヲ施 行 セ リ.

即 チ,同 一 家 兎 ノ所 定 ノ枸櫞 酸 曹 達 血 液 ニOva-

hormon, Praehormon (Oophormin luteumハ

油溶 性 ナ ル タ メ本 實 驗 ヨ リ除外 セ リ.)ノ 表 記 ノ如

キ濃 度 ノモ ノ0.1cc宛 ヲ添 加 ヨク混 合 シ テ,之

等 ヲ同 一條 件 ノ下 ニオ キ其 ノB.S.G.ヲ 測 定 セ リ.

其 ノ結 果 第17表 ノ如 シ.
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第17表 即 チ此 場 合 ハ 對照 ニ比 シ 孰 レモ多 少促 進 スル カ

ノ如 ク見ユ ル モ,其 ノ程 度 ハ 極 メテ僅 微 ニ シ テ,

殊 ニ12時 間 目以 内 ノ モ ノ ニ於 テハ 其 ノ差 ノ判 定

殆 ド不 可 能 ナ リ.從 ツテ之 等 兩HormonノB.S.G.

ニ對 スル 直接 作 用 モ認 ム ベ キ影 響 ナ シ ト言 ヒ得 ベ

シ.

第9項 妊 婦 尿 注 射 ノ場 合

妊 婦 尿 ガ多 量 ノ性Hormonヲ 含 有 スル ニ鑑 ミ,

其 ノB.S.G.ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 セ ン トシ テ次 ノ

如 キ實 驗 ヲ行 ヘ リ.即 チ 早 朝 清淨 ナル容 器 ニ採 取

セ ル 妊 娠4箇 月 乃 至8箇 月 ノ妊 婦尿 各10ccヲ6

例 ノ家 兎 ニ靜 脈 内注 射 シ,B.S.G.ヲ 測 定 セ ル結 果

第18表 ノ如 シ.

第18表

即チ 注射 後2時 間 内 ニ於 テハ 多 少 ノ動 搖 ア レ ド

モ,各 例 共 其 ノ後漸 次 著 明 ノ亢進 ヲ示 シ24時 間 後

ニハ略 ボ最 大 トナ ル.平 均 値 ハ注 射 前20.1, 24時

間 目29.2ニ シ テ,其 ノ差 即 チ平 均 亢 進度 ハ9.1ナ

リ.之 ハ 妊娠 家 兎 ノ亢 進 ニ相 似 テ而 モ 僅 ニ之 ヲ凌

駕 セ リ.尚 ホ此 亢 進 度 ハ4-8箇 月 ノ間 ニ於 テハ 必

ズ シ モ妊 娠 月數 ト關 係 ナ キ ガ如 シ.

第3節 血 液 比 重 ニ及 ボ ス影響

第1項 Ovahormon注 射 ノ場 合

Ovahormon 500 I.E.及 ビ10000 I.E.ヲ5例 宛

2群 ノ家 兎 ニ毎 日9日 間 ニ亙 リ注射 シ,其 ノ間 ノ

血 液 比 重(以 下S.G.ト 略稱 ス)ヲ 觀 察 スル ニ第

19, 20表 ノ 如 シ.

第19表
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第20表

即 チ 兩群 全 例 ノ9日 間 ヲ通 ジテS.G.ノ 變 動 ハ

極 メテ 備 少 ニ シ テ,僅 ニ1-3ニ 過 ギ ズ.即 チ斯 カ

ルOvahormonノ 大 量 注 射 ニ モ拘 ラズS .G.ノ 蒙

ル影 響 ハ 殆 ドナキ事 ヲ知 リ得 タ リ.各 例 ニ就 テ ミ

レバ 結 局 注 射 前 ヨ リ第9日 目 ニS.G.ノ 減 少 スル

モ ノハ 第1群 ハ3例,第2群 ハ4例,増 加 スル モ

ノハ 第2群 ニ1例,同 ジ モ ノハ 第1群 ニ2例 トナ

リ,例 數 ヨ リ ミレバI.E.量 大 ナル第2群 ノ方 ガ

S.G.ノ 變 化 甚 ダ シ キ ガ如 キ モ,前 記 ノ如 ク數 量 的

變 化 ガ ア マ リニ僅 微 ニ シテ實 驗誤 差 ノ範 圍 ヲ脱 セ

ザ ル爲 メ之 ヲ以 テOvahormonノ 影 響 トハ 斷 定 シ

得 ズ.要 之OvahormonハS.G.ニ 對 シ認 ムベ キ

影 響 ヲ齎 ラサ ザ ル モ ノナ リ.

第2項 Praehormon注 射 ノ場 合

4例 ニ就 キPraehormon 100 RE.ヲ 毎 日6日

間 ニ亙 リ注 射 セ ル 場 合 ノ結 果 ハ 第21表 ノ如 シ.

即 チ1例 ノ ミ第6日 目 ニ僅 カ ノ低 下 ヲ來 スモ ノア

レ ドモ,他 ハ 總 ベ テ變 動 ハ6日 間 ヲ通 ジ テ1以 内

ニ シ テ認 ムベ キ變 化 ナ シ.即 チPraehormonハ

S.G.ニ 對 シ認 ム ベ キ變 化 ヲ及 ボ サ ズ.

第21表

第3項 Oophormin luteum注 射 ノ場 合

3例 ニ就 キOophormin luteum 1 K.E.ヲ 毎 日

6日 間 ニ亙 リ連 續 注射 セ ル場 合 ノ成 績 ハ第22表 ノ

如 シ.即 チ各 例 共 ニ注射 末 期 ニ至 リ僅 ニ低 下 ヲ示

シ,其 ノ程 度 ハ 注射 前 ニ比 シ2-3ナ リ.然 レ ド

モ注 射 終 了 後3日 目 ニハ 既 ニ殆 ド注 射 前 ニ復 歸 セ

リ.即 チOophormin luteumハS.G.ヲ 僅 ニ低

下 セ シ ムル モ,其 ノ作 用ハ 一 過 性 ニ シ テ,注 射 中

止 ス レバ 間 モ ナ ク消退 ス.

第22表

第4項 妊 娠 家 兎 ニ就 テ

1例 ノ妊 娠 家 兎 ニ於 ケ ルS.G.ヲ 測 定 シ テ第23

表 ノ如 キ結 果 ヲ得 タ リ.即 チ妊 娠 ノ進 行 ト共 ニ著

明 ニS.G.ハ 低 下 スル モ ノ ニシ テ,妊 娠 日數31日

ノ中 ノ後 期2/3ノ20日 間 ニ於 テ實 ニ7ノ 低 下 率 ヲ

示 セ リ.而 シ テ産 褥 第4日 目 ニハ 既 ニ略 ボ妊 娠 中

間 期 ニ相 當 スル 迄 恢 復 ス.即 チ 妊 娠 ハ 確 カ ニ家 兎
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S.G.ヲ 低 下 セ シ ムル事 明 カ トナ レリ.

第23表

第5項 去 勢 家 兎 ニ就 テ

2例 ノ家 兎 ヲ手 術 的 ニ去 勢 セ ル 場 合 ニ 於 ケ ル

S.G.ノ 推移 變 化 ハ 第24表 ノ如 シ.

即 チ 兩例 共 ニS.G.ハ 漸 次 増 加 ヲ示 シ.術 後18

日 目 ニハ 手術 當 日 ニ比 シ4-2ノ 上 昇 ヲ見 ル.手 術

裝 作 ヲ第1節 ニ於 ケル 場 合 ニ準 ジテ行 ヘ ル ヲ以 テ

此S.G.ノ 上 昇 ハ 單 ナル 手 術 的 處置 ノ影 響 トハ 見

做 シ得 ズ.從 ツテ去 勢 即 チ 卵巣 機 能 ノ缺 落 ハS.G.

ノ増加 ヲ來 タ ス事 ヲ知 リ得 タ リ.又 前 項 ノ妊 娠 家

兎 ニ於 ケル場 合ト 正 シ ク反對 ノ現 象 ヲ ミル事 ハ 興

味 ア ル事 ト言 フベ シ.

第24表

第4章 總 括 及 ビ 考 按

第1節 血 液 凝 固 時 間 ニ關 スル事 項

前 章 第1節 ノ結 果 ヲ要約 スル ニ次 ノ如 シ.

1. Ovahormonハ 直接 及 ビ間 接(生 態 反 應)ニ

家 兎B.G.ヲ 促 進 セシ ム.然 レ ドモ其 ノ促 進 程 度 ハ

僅 微 ニ シ テ.且 亦 其 ノ含 有 セ ラルル 卵胞Hormon

量 ノ多 寡 ト平 行 比例 セ ザ ル モ ノ ナ リ.

2. PraehormonノB.G.ニ 及 ボ ス影 響 ハ ナ キ

カ或 ハ 一 定 セ ズ.

3. Oophormin luteumハB.G.ヲ 反 ツ テ遲 延

セ シ ムル 傾 向 ア ル ガ如 シ.

4. 去 勢ハB.G.ノ 遲 延 ヲ招 來 セ シ ム.

5. 妊 娠 ハB.G.ヲ 促進 セ シ ム.

以 上 ノ實 驗 成績 ニ依 リ考 案 スル 事次ヒノ如 シ.先

ヅ家 兎 ニ於 テ ハ妊 娠 ハB.G.ヲ 促 進 セ シ メ,去 勢

ハ之 ヲ遲 延 セ シムル ガ故 ニ,卵巣 機 能 トB.G.ト

ハ亙 ニ緊 密 ナル 關係 ニ在 リテ 略 ボ相比 例 スル事 ヲ

推察 シ得.然 ル ニ 卵巣 機 能 トシ テハ 黄體 及 ビ卵胞

Hormonノ 産 生 ア リテ,實 際 ニB.G.ノ 促 進 ニ

關與 スル モ ノハ 余 ノ實 驗 ノ結 果 ヨ リ ミ レバ 卵胞

Hormonナ ル ベ キ事 ハ 容 易 ニ推 知 シ得 ラル ル 所

ナ リ.今,本 問題 ニ 關 スル 先 人 ノ業 績 ヲ ミル ニ,

Vincenzo, Druckrey, Bablik, Hirst, Lunaberg,

Saviano, Jalowy等 ハ 孰 レモ人 體 或 ハ 動 物 實 驗 ニ

依 リ卵胞HormonガB.G.ヲ 短 縮 セ シ ム ル事 ヲ

確 メタ リ ト言 ヒ,其 ノ遲 延 作 用 ノ如 キ モ ノ ヲ認 メ

タル モ ノ ナ シ.此 點 ハ余 ノ實 驗 成 績 モ全 ク一 致 ス.

然 レ ドモ此 卵 胞Hormonナ ル モ ノハ 決 シ テ其 ノ

量 ニ比 例 シテB.G.ヲ 促進セ シ ム ル モ ノ ニ非 ズ シ

テ,事 實 ハ反 ツテ其 ノ量 少 キ場 合 ニ大 ナ ル效 果 ヲ

擧 グル ガ如 シ.此 事 ハ 一見 不 可 解 ナ ル ガ如 キ モ,

元 來Hormon作 用 ハHormon自 身 ノ變 化 ト言

フ ヨ リモ一種 ノ觸媒 作 用 トモ見 做 シ得 ル ガ 故 ニ,

斯 カル 現 象 モ 自明 ノ理 トシ テ 自 ラ首肯 セ ラル ル 所

ナル ベ シ.此 點 ニ就 テ ハ先 人 ノ業 績 モ 關 與 スル 所

ナ ク,從 ツ テ向 後 ノ研 究 ニヨ リ 一層 闡明 セ ラ ル ベ
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キ事 ヲ期 待 スル モ ノナ リ.次 ニVincerzoハ 黄 體

及 ビ腦 下垂 體 前 葉HormonノB.G.ニ 對 スル 作 用

ハ 不 定 ナ リ ト言 ヒ,又Druckreyハ 此 兩Hormon

ハ 卵胞Hormonト同樣 ニB.G.ヲ 促進 セ シ メ,黄

體H (Hormon略 稱)ハ 後 ニ強 ク,又H.V.H(腦

下 垂體 前 葉Hormon)ハ 初 メ少 シ ク遲 延 セ シ メ,

然 ル後 一層 強 ク促 進 セ シ ム ト稱 ス.余 ノ成績 ハ 之

等 ト異 リ,前 記 ノ如 クH.V.Hノ 作 用 ハ 不 定 ナ レ

ドモ黄體Hノ 遲 延作 用 ヲ確 カ ニ認 メ得 タ リ.而

シテ黄 體 及 ビ卵 胞Hガ 共 ニ 卵巣 ヨ リ産 生 セ ラ レ,

而 モB.G.ニ 關 シ テハ互 ニ拮 抗 作 用 ヲ保 持 スル ハ

甚 ダ興 味 ア ル事 實 ニ シ テ,自 然 ノ妙 技 ト考 ヘ ラル

ル 所 ナ リ.次 ニ妊 娠 トB.G.ト ノ關係 ニ就 テハ先

人 ノ研 究 多 ク,其 ノ 中 ニハ 兩者 關係 ナ シ ト之 ヲ否

定 スル モ ノア レ ドモ,多 ク ノ學 者(Esiaschwili,

愛 甲,Nemeskay-Krompaszky, Eufinger-Kno-

bloch, Bland-Brooke-Goldstein)等 ハ 妊 娠 中

B.G.ノ 促 進 ヲ確 認 シ,現 今 ニテハ 最 早 ヤ之 ハ 一 般

ニ容認 セ ラ レツ ツ アル状 態 ナ リ.余 モ亦 之 ニ一 致

シ テ妊 娠 ガB.G.ヲ 促 進 セ シム ル事 ヲ證 明 セ リ.

今茲 ニ其 ノ促 進 機 轉 ヲ考 フル ニ,實 際 妊 娠 中 ニハ

妊 娠黄 體 ヨ リ黄體Hノ 産 生 少 ナ カ ラザ ルハ 必 常 ニ

シ テ,該HノB.G.遲 延 作 用 モ 幾分 發 現 スル 筈 ナ

レド モ,實 際 妊 娠 中ハB.G.ハ 常 ニ促 進 スル ガ 故

ニ,之 ハ 直 接 或 ハ 間接 ニ卵胞Hノ 作 用 ガ黄 體H

ノ夫 レ ヲ凌 駕 セル 爲 メ ト思 考 スル ヲ至 當 トスベ シ.

次 ニH.V.HハB.G.ニ 關 シ テハ 重 要 ナル 役割 ヲ

演 ズ ル モ ノ ニ非 ザ ル事 明 カナ リ.實 際H.V.Hガ

最 モ多 ク産 生 セ ラル ル ハ妊 娠 初 期 ニ限 リ,後 期 ニ

ハ寧 ロ減 少 スル モ ノ ニシ テ,實 驗 成 績 ヨ リ ミ レバ

B.G.ノ 妊 娠 中 ニ於 ケル變 動 ト本Hノ 消 長 トガ一

致 セザ ル ガ故 ニ,H.V.Hハ 之 ニ關 與 セザ ル 事 明 カ

トナ レリ.又 本Hノ 作 用 機 轉 トシ テハ 第 一 義 的 ニ

ハ 卵 巣 ヲ刺 戟 シテ其 ノ發 育 トH産 生 ヲ促 ス ヲ以 テ

主 旨 トスル ガ 故ニ,本 來 ノ卵 巣Hノ 作 用機 轉 トハ

自 ラ異 ル所 ア ル ベ キ ハ豫 想 セ ラ レシ所 ナ リ.尚 ホ

Praehormonノ 有 效 成 分 ニ 就 キ 製 造 元 鹽 野 義 商

店 ノ説 明 ニ據 レバ,H.V.Hノ 中 黄體 刺戟 物 質 ヲ

可 及 的 除去 シ卵 胞 刺 戟 物 質 ヲ多量 ナ ラ シ メ タル ヲ

以 テ,本 劑 ノ間 接 作 用 即 チ 生 態 反 應 トシ テハ 卵 胞

Hノ 作 用 モ出 現 スベ キ 筈 ナレ ドモ,本 實 驗 ニ於 テ

ハ 此 點 不 明 ニ シ テ之 ヲ 支持 スル ガ如 キ 成績 ヲ認 メ

ザ リキ.次 ニJalowy, Holobut, Adler等 ハ 去勢,

無月 經 又 ハ 閉經 期 等 卵巣 機 能 ノ低 下 セル場 合 ニハ

B.G.ハ 遲 延 ス ト言 ヒ,Adlerハ 之 ハ 卵 巣H缺 如

ノタ メKalkノ 新 陳代 謝 ガ變 化 シ,血 中Kalkノ 減

少 ヲ來 タ セル タ メナ ラ ン ト説 明 セ リ,併 シKeller

ハ 之 ヲ認 メズ.Kusterハ 赤 線 照 射 法 ニ依 リ卵巣

機 能 缺 如 婦 人 ノB.G.ハ 常 人 ト變 化 ナ シ ト言 ヘ リ.

余 ノ實 驗 ニ於 テ ハ 前 記 ノ 如 ク 卵巣 機 能 ノ缺 落 ハ

明 カ ニB.G.ノ 遲 延 ヲ 招 來 ス ル ヲ 以 テJalowy,

Adler, Holobut等 ノ見 解 ニ賛 成 セ ン ト欲 ス.尚

ホ 此遲 延 現 象 ハ 實 ハ 卵胞Hノ 缺 落 ニ 由 リテ惹 起 セ

ラル ベ キ事 ハ 余 ノ實 驗成 績 ヨ リ容 易 ニ推 論 シ得 ル

所 ニ シ テ,之 等 ノ諸 氏 ガ 卵巣 機 能 缺 如 ト稱 スル モ

ノハ實 ハ 卵胞Hノ 缺落 ヲ意 味 スル事 明 カ ト ナ レ

リ.

第2節 赤 血球 沈 降速 度 ニ關 スル事 項

前 章 第2節 ノ結 果 ヲ要 約 スル ニ次 ノ如 シ.

1. Ovahormon, Praehormon, Oophormin

luteumハ 孰 レ モ 注 射 後24時 間 以 内 ニ ハ 家 兎

B.S.G.ニ 對 シ認 ム ベ キ影 響 ナキ カ,或 ハ結 果 一定

セ ズ.

2. Ovahormonノ連 續 大量 注 射 モ.B.S.G.ニ

對 シ認 ムベ キ影 響 ヲ及 ボ サ ズ.

3. 妊 娠 家 兎B.S.G.ハ 非 妊 娠 時 ノ ソ レ ニ比 シ

確 カ ニ著 シ ク促 進 セ リ.

4. 妊 婦尿 注 射 ハB.S.G.ヲ 促 進 セ シ メ,而 モ

其 ノ程 度 ハ妊 姓 家 兎 ノB.S.G.ニ 近 シ.

5. 去 勢 ハ確 カ ニB.S.G.ヲ 遲 延 セ シ ム.

6. 添 加 試驗 ニ於 テハOvahormon及 ビPrae-

hormonノB.S.G.ニ 及 ボ ス影 響 ヲ殆 ド認 メ得 ズ.

今 本 節 ノ考 案 ニ入 ル ニ先 ダ チ,性HトB.S.G.

トノ關 係 ニ關 スル從 來 諸家 ノ業 績 ノ概 略 ヲ茲 ニ紹
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介 セ ン ニ次 ノ如 シ.

即 チ宇 田 ハ枸 櫞 酸 加 血 液 ト ノ 混 合 法 ニ 依 リ 卵

胞,H.V.H及 ビ妊婦 尿 ガ孰 レ モB.S.G.ヲ 促 進 セ

シ ムル事 ヲ認 メ タル モ,妊 婦尿 注 射 ニ依 ル人 工 黄

體 發 生時 ニ於 ケルB.S.G.ニ ハ 殆 ド影 響 ナ シ ト言

ヘ リ.原 口モ妊 婦 尿 注射 ガ之 ヲ促 進 セ シ ムル事 ヲ

認 メタ リ.伊 藤 ハ卵胞Hハ 僅 ニ促 進,黄 體Hハ 遲

延,H.V.Hハ 初 メ僅 ニ促進 シ後 ニ遲 延 ヲ招 來 セ

シ ム ト言 フ.金 森 ハH.V.Hヲ 皮 下,靜 脈,腹 腔

ニ注 入 スル モB.S.G.ニ 變 化 ヲ齎 ラサザ リキ ト報

告 セ リ.榎 本 ハ 妊 婦 及 ビ非 妊 婦 尿 ハ 共 ニB.S.G.

ヲ僅 ニ促 進 スル モ,H.V.H注 射 ハ著 明 ノ變 化 ヲ

惹 起 セザ ル ガ故 ニ妊 婦尿 ニ ヨル促 進ハ 必 ズ シモ性

Hニ 由 ル モ ノ ニ非 ズ ト稱 セリ.又 駒 井 ハ 妊婦 尿 中

H.V.H及 ビ卵 胞HハB.S.G.ヲ 遲延 セ シ ム ト言

ヒ,妊 婦 尿 ハ 之 等 兩Hノ 他 ニB.S.G.ヲ 促進 スベ

キ 物 質 ヲ含 有 スル ナ ラ ン ト推 論 セ リ.斯 ク ノ如 ク

先 人 ノ業 續 ハ 甲論 乙駁 シテ一 致 スル モ ノ尠 ク,文

獻 ヲ繙 ク者 ヲシ テ其 ノ歸 趨 ニ迷 ハ シ メル 状態 ニ在

リ.余 ノ實 驗 成 績 ハ稍 々之 等 ト異 ナ リ,前 記3種

ノH劑 ハB.S.G.ニ 對 シ特 異的 一 定 ノ變化 ヲ及 ボ

サザ ル事 ヲ明 カ ニセ リ.即 チ 此結 果 ハ 本實 驗 ノ胃

頭 ニ於 ケル余 ノ期待 ニ反 スル所 ニシ デ,余 ハ 之 ヲ

次 ノ如 ク解 釋 セ ン ト欲 ス.元 來B.S.G.ヲ 左 右 スベ

キ根 本Faktorト シテ 成書 ニ記 載 サ レ タ ル モ ノ

ノ ミ ニ テ モ既 ニ10指 ニ足 ル程 多 ク,從 ツテ之 等

ノ各Faktorト 性Hト ノ個 々 ノ關係 ガ相 交錯 シ テ

複 雜 ナルB.S.G.ノ 結 果 ヲ齎 ラ スベキ 事 ハ想 像 ス

ル ニ難 カ ラズ.從 ツテ本 實 驗 ノ如 ク不 定ノ 成 績 ヲ

得 タルハ 故 ナキ ニ非 ザ ル ナ リ.

次 ニB.S.G.ハ 人類 ニ就 テハFahreusガ 臨 牀 上

妊 娠 早 期 診斷 ニ應 用 セ ル ヲ以 テ嚆 矢 トシ,爾 來 今

日 ニ於 テ ハ妊 娠 ガ其 ノ促進 ヲ齎 ラス事 ハ既 ニ不 動

ノ事 實 トシ テ周 知 セ ラル ル モ,動 物 ニ就 テハ 人類

ノ ソレ ト必 ズ シ モ同 ジ カ ラズ ト説 クモ ノア リ.即

チFranz, Stoss, Macht, Linzenmeier等 ニ依 レ

バ牛,馬,羊,山 羊,豚,犬,海〓 及 ビ白鼠 ニ於

テハ妊 娠 トB.S.G.ト ノ關 係 ハ 一 定 セズ ト言 フ.又

Linzenmeierハ10匹 ノ家 兎 ニ就 テ測 定 ノ結 果 妊

娠 ニ ヨルB.S.G.ノ 促 進 ヲ認 メザ リキ ト稱 ス.余 ノ

5例 ノ實 驗 成 績 ニ於 テハ之 ニ反 シ家 兎B.S.G.ガ 妊

娠 ニ依 リ促進 サル ル 事 ヲ明 カ ニ認 メ得 タ リ.然 レ

ドモ此 促 進 ハ 人 類 ノ夫 レニ比 ス レバ極 メ テ僅微 ニ

シテ 正 常家 兎 ノ動 搖 範 圍 内 ニ在 ル モ ノ尠 カ ラズ,

僅 ニ總 平 均値 ノ促 進 ニ ヨ リ テ之 ヲ知 リ得 ル ノ ミ.

從 ツ テ前 記 ノ諸 家 ガ其 ノ促 進 ヲ否定 セ ル ハ故 ナ キ

ニ非 ザ ル ナ リ.余 ハ 斯 カ ル人類 ト動 物 トノB.S.G.

ノ相違 ハ 胎盤 ノ崩 壞 物 質 ノ吸收 ノ如 何 ニ由 ル モ ノ

ト推 論 セ ン トス.次 ニ卵巣 機 能 トB.S.G.ト ノ 關

係 ニ就 テハ塚 田 ハ妊 娠 時 卵巣 ハ 家 兎B.S.G.ノ 強

催 體 ト言 ヒ,又 小 笠 原 ハ 去 勢 ハB.S.G.ヲ 強 ク遲

延 セ シ メ之 ヲ約 半 減 セ シ ム ト言 フモ,立 野 ハ反 ツ

テ促 進 ス ト稱 ス.余 ノ成績 ハ 小 笠 原 ト同樣 ニ去 勢

ガ之 ヲ強 ク遲 延 セ シ ムル事 ヲ明 カ ニ認 メ得 タ リ.

即 チ妊 娠 ト去 勢 トハB.S.G.ニ 關 シ テハ 互 ニ對 蹠

的 態 度 ヲ採 ル事 ヲ明 カ ニセ リ.

要之,余 ノ實 驗 成 績 ニ 依 リ黄 體H,卵 胞H,

H.V.H劑 ハ 孰 レモ家 兎B.S.G.ニ 對 シ認 ムベ キ影

響 ヲ及 ボ サザ ル 事 明 カ トナ レリ.從 ツテ妊 娠 家 兎

B.S.G.ノ 促 進 ハ之 等Hormonノ 直接 作 用 ニ由 ル

ニ非 ズ シ テ,間 接 作 用即 チHormonニ 由 リ生 ジ タ

ル一 定 ノ變 化 ガB.S.G.ニ 及 ボ ス 二次 的 影 響 ノ結

果 ナ リ ト思考 スル ヲ以テ 至 當 トスベ シ.此事 ハ去

勢 ノ場 合 ニ於 テ モ同樣 ニシ テ,去 勢 即 チHermon

作 用 ノ缺 如 ニ依 リ生 ジ タル 一 定 ノ變 化 ガ 二次 的 ニ

初 メテB.S.G.ノ 遲 滯 ヲ招 來セ シ ムル モ ノ ト思 惟

セ ラル ベ シ.去 勢 家 兎 ノ全 例 ニ認 メ ラ レタル 著 明

ノ體 重増 加 ハ何 等カ 此 間 ノ消 息 ヲ暗 示 スル モ ノ ナ

ラ ン カ.尚 ホ妊 婦 尿 ハB.S.G.ヲ 著 明 ニ促 進 セ シ

メタル モ,之 ハ其 ノ中 ニ含 有 セ ラル ルHormonニ

由ル ニ非 ラズ シテ,妊 娠 性 崩 壞 産 物 ニ 由 ル モ ノ ト

考 フル ヲ至當 トスベ シ.

第3節 血 液 比 重 ニ關 スル事 項

前章 第3節 ノ結 果 ヲ要 約 スル ニ次 ノ如 シ.
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1. 妊 娠 ハ家 兎血 液比 重 ノ著 明 ノ低 下 ヲ招來 セ

シ メ,妊 娠 末 期 ニ至 ル ニ從 ヒ益 々増 強 ス.

2. 去 勢 ハ 血液 比 重 ヲ上 昇 セ シ ムル ガ如 シ.

3. 正 常 家 兎 血 液 比 重 ニ 對 シOvahormon,

Praehormonハ 殆 ド認 ム ベ キ影 響 ナ シ.

4. Oophrmin luteumハ 僅 ニ比 重 ヲ低 下 セ シ

ムル ガ 如 シ.

要之,敍 上 ノ3種 ノ性Hormonノ 中血 液 比 重

ニ影 響 ア リ ト思 ハ ル ル モ ノハOophormin luteum

ノ ミニ シ テ他 ハ 殆 ド影 響 ナ キ事 ヲ知 レリ.然 ル ニ

Oophormin luteumニ 依 ル影 響 ト雖 モ實 驗 成 績

ニ見 ル ガ如 ク,連 日1週 間 ニ亙 ル大 量 注 射 ヲ以 テ

シ テ モ尚 ホ 且 僅 ニ1000分3ノ 低 下 ヲ ミタ ル ノ ミ

ニ シ テ,之 ヲ妊娠 時 ニ於 ケル 著 明 ノ低 下(1000分7)

ニ比 ス レバ甚 ダ僅 少 ナ リ.從 ツテ妊 娠 時 低 下 ノ一

因 ト シ テ 黄體Hノ 作 用 ノ存 在ハ 認 容 シ得 ラル ル

モ,其 ノ主 因 ヲ直 チ ニ黄體 ナ リ ト斷 ズル ハ稍 々早

計 ニ シテ至 當 ナ ラズ.余 ハ前 節 ニ於 ケル見 解 ニ做

ヒ,妊 娠時 ノ低 下 及 ビ去 勢 時 ノ上 昇 ハ 性Hノ 直接

作 用 ニ由 ル モ ノニ非 ズ シテ,主 トシ テ之 等 ノH作

用 ノ増 加 或 ハ 缺 如 ニ依 リ生 ジ タル 或 ル特 定 ノ變 化

ノ比 重 ニ及 ボ ス二次 的影 響 ノ結 果 ナ リ ト理 解 セ ン

ト欲 ス.尚 ホ血 液 比重 ト性Hト ノ關係 ニ關 スル先

人 ノ業 績 ハ 余 ノ渉獵 セ ル範 圍 ニ於 テハ ミル ベ キモ

ノナ ク,僅 ニPoloweガ 妊 娠 ニ依 リ比 重 ノ低 下 ス

ル ヲ認 メテ之 ヲ報 告 セ ル ノ ミナ リ.

第5章 結 論

1. 家 兎血 液 凝 固 ニ對 シ 卵胞Hormonハ 之 ヲ

促 進 セ シ メ,黄 體Hormonハ 之 ラ遲 延 セ シ ムル

モ,腦 下 垂 體 前 葉Hormonハ 認 ムベ キ影 響 ヲ齎

ラサズ.

2. 家 兎 赤 血 球 沈 降 速 度 ニ對 シ女 性 性 ハHor-

monハ 孰 レモ 直接 ニ ハ認 ムベ キ影 響 ヲ及 ボ サ ズ.

3. 黄 體Hormonハ 家 兎 血 液 比 重 ヲ僅 ニ低 下

セ シム ル モ,卵 胞 及 ビ腦 下 垂 體 前 葉Hormonハ

影 響 ナ シ.

擱筆 スルニ當 リ終始御懇篤 ナル御指導御教

示 ヲ賜 リタル恩師八木教授 ニ對 シ深 甚 ノ謝意

ヲ表 ス.
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Uber die Einflusse der weiblichen Geschlechtshormone auf einige

Beschaffenheiten des Kaninchenblutes.

Von

Noboru Isikawa.

Eingegangen am 8. Juli 1938.

Es ist schon von mehreren Forschern bestatigt, dass bei der Schwangerschaft 

einerseits einige morphologische und physikalische Veranderungen des Blutes beweisen 

und anderseits merkwurdige Schwankung der allerlei weiblichen Geschlechtshormone 

im Blut bemerken konnen.

Es ist also theoretisch und auch klinisch als sehr interessantes Thema anzusehen. 

Die Verhaltnisse zwischen den Blutveranderungen und den Hormonen ins Klare zu 

bringen.

Verfasser hatte Ovahormon, Prahormon und Oophormin luteum unter die Haut der 

weiblichen Kaninchen injiziert und beschaftigte sich ihre Blutgerinnungszeit, spezi-

fisches Gewicht und Erythrozytensenkungsgeschwindigkeit auch bei der kastrierten und 

geschwangerten Kaninchen zu bestimmen.
Die Resultate lassen sich wie folgend zusammenfassen: 

1) Das Follikelhormon beschleunigt die Blutgerinnung und das Corpus-luteum-

hormon sogar verzogert sie. Die Hypophysenvorderlappen-hormon zeigt keine bemerk-

bare Wirkung auf die Blutgerinnung.

2) Allerlei weibliche Sexualhormone uben in direkter Weise keinen erkennbaren 

Einfluss auf die Erythrozytensenkungsgeschwindigkeit. 

3) Das Corpus-luteum-hormon lasst das spezifische Gewicht des Blutes etwas her-

absinken, aber andere Hormone uben die gleichen Wirkungen nicht aus.

(Autoreferat)
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